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璽旨 ：既往の 研究にお い て提案し た衝繋荷重を受け る鉄筋 コ ン ク リートは りの 最大支点反力 と最大変位の 算

出方 法 につ い て ，計算値 の 妥当性お よ び計算値 に 影響を与 え る要因を検討す るた め，断面寸法 や 引張鉄 筋比 ，

支間長等をパ ラメ
ータ とした 鉄筋 コ ン ク リ

ー
トは b の 重錘落下式衝撃載荷実験を行 っ た。そ の 結果，最大変

位の 計算値 は概 ね 実験値 に 対応す る の に 対 し，最大支点反 力の 計算値 は，は り と重錘 の 質量 比や は りの 支間

長等に よっ て影響を受け，必ず し も実現象を適切 に表せ な い こ とが 判明した。そ こ で，実験結果 よ り各要因

が最大支点反力へ及ぼす影響 を定量的 に 示 し，こ れ らの 影響を考慮 した 最大支点反力の 補 正 式を提案 した。
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ワ
ード ： 耐衝撃設計，鉄 筋 コ ン ク リートは り，重 錘 落 下実験，エ ネ ル ギー一

定則

1．はじめ に

　各種構造物 の 設計 に お い て仕様規定型設 計法か ら性

能照査型設計法 へ の 移行が進む中 ， 衝撃作用を受ける構

造物 に 対 して も性能照査型設 計法 の 確立に 向け た 取 り

組 み が行われ て い る
1）。しか し，衝撃作用を受ける鉄筋

コ ン ク リ
ー

ト構造物の 挙動 は複雑 で あ るため，各技術者

や 研 究者 が 耐衝撃性評価方 法や 設計 方 法 に つ い て 統
一

した 見解を共有するには至 っ てお らず，基本的な構造部

材 で あ る RC は りで さえ，未だ 耐衝撃設計法が確 立 され

て い る と は い え ない の が 現状で ある 。

　
一

方，筆者 らは，力学的エ ネル ギー保存則 とエ ネル ギ

ー一
定則 を 用 い る こ とに よ り，衝 撃 荷 重 を 受 け る RC は

りの 最大支点反力 と最大変位 を求め る方法を提案し て

い る
2 ｝ 3 ）。しか し，本方 法 は，ある条件 で は実現象と精

度良 く対応す る もの の ，支間長な どの 条件 が 異な っ た 場

合 に は 精度が低下す る こ とが実験的 に確認 され てお り，

そ の 原因 の 解明および計算精度 の 向上 が課題 とな っ て

い る 。 そ こ で ， 断面寸法や引張鉄筋比 ， 支間長等をパ ラ

メータ と した 重 錘落下式衝撃載荷実験を行い ， RC は り

の 耐衝撃性 に 影響 を及ぼす 要因 に っ い て 検討 を行 っ た。

2．最大支点反力および最大変位算出方法 の考え方

　文献 2 で提案して い る 最大 支点反 力 お よび 最 大 変位 の

算出方法を以下に示す。

　衝突直後 の 重錘 速度 と RC は りの 変形速度 が等 し い と

考えれ ば，両 者の 運動 エ ネ ル ギーの 総和 U
，
は は りの 有効

質量を考慮 して 式（1）となる。こ こで 有効質量とは，は り

全 体を
一

つ の 質点 とみ な して 同 じ速度で 変形す る と仮

定 した場合に用 い る質量で あ り，任意の 距離 にお けるは

りの たわみ の 式を用い た 運動 エ ネ ル ギー
から求まるも

の で ある
4 ）

。

吋 扉 ・揚  　　　 （1・

M 　　： 重錘質量

m 　　； RC は りの 質量

v 　 　： 衝突直後 の 重錘および RC はりの 変形速度

　 ま た，RC は りの 変形 が最 大 とな っ た 時 の ひ ずみエ ネ

ル ギ
ーU2 は式（2）となる。

　　　喝 胱 圭挈 ♂ 一響 が 　 …

　　E 　：コ ン ク リートの 弾性係数

　 　 1　 ：ひ び 割 れ 断 面 の 断 面 二 次 モ ー
メ ン ト （維 ひ ず

　　　　み が 断面の 中立軸か らの 距離 に 比 例する と仮

　　　　定し，コ ン ク リ
ートの 引張側の 応力 を無視し

　　　　 た 応力状態 か ら求め た もの ）

　　δ　： 最大中央変位

　こ こ で
， 式（2）中の 係数滝は ， 衝撃載荷時の た わみ 変形

が静的載荷時 の た わ み変形 と同
一

形状で あ ると仮定し，

式（3）に 示す荷重 p
，
と変位 δ の 関係 か ら定めて い る。なお，

こ こ で は部材 の せ ん 断変形は考慮 して い ない。

　 　 　 　 　 　 　 48E1
　　　　　　　　　　δ　　　　　　　　　　　 （3）　　　P

，
　＝ 　kfi　＝

　　　　　　　　 13

　力 学的エ ネ ル ギー
保存則 よ り，σ1

と u2は等しい と仮

定 し，衝突前後 の 速度 の 関係 と して 式（4）を用い ，式（1）

式（2）を連 立 させ て 最大中央変位 δ に っ い て 解く と式（5）

となる。

v ＝　　
M
　　v

M ・ ％5M

V ：衝突直前の 重錘速度

（4）
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δ＝v （5）

　最大支点反力は，式（5）で 得られた最大中央変位δを発

生 させ るた め に 必 要 な RC 断 面 の 静的最大荷重 Psを式 （3）

に よ り求め 、 こ れを最大支点反力に 置き換 えて考える 。

　式〔5）に よ る 最大 中央変位 δ は，は りの 変形 を弾性変形

と 仮定 して い る た め ，RC は りが 塑性域に 入 っ た 場 合 の

最大中央変位をエ ネル ギー一
定則 に よ り求 め る 。

エ ネル

ギー一一定則 の 概念を図
一1 に 示 す。重錘の 衝突に よっ て

RC は りの 支 間中央が 塑 性 域 に入 っ た 場合 ，△ OAB と口

  DE の 面積 が 等 しくなるよ うに 弾塑性応答す る と考 え，

最 大 中 央変位 を補 正 す る。す な わ ち，斑 5）に よ り求 め た

最大 中 央変位 が 図
一1中の A 点で あ るの に 対 して，補正

した最大中 央変位 は A’点 とな る。

表一で 試験体
一

覧

試験 体
馬

断百 寸 議
幅 x 高さ
　（mm ）

圧緬

鉄筋

引張

鯔

λターラツプ
径 ・ピ労

（  ）

支

聞

長
m

■鍾

賃量
ζk8）

衙 突遼屋

　（m ん ）
働 尋

Nα 響
一1

　　　
−2250x250D102 本

DIO2
本

　D60to
；503

．0
枷

2002

．02
．α 5．7

轟導

4α〕2．0No．2 −1
　　　−2150

翼 200D132
本

0132
本

　D6ctc1503．02002
．o．5，7

剛性 國
一

断 薗寸法小

4002 ．叺 5．5No，3−1
　　　

−2250
翼 250D132

本

Dl92
本

　 D60tc1503
ρ

2002．0，2β，57
断口寸忌刷

一
鉄膰 比大

No，4−1
　　　−2350

冥 350D132
本

D194
本

　 D60tO2503
，0

嫺

跏

2．α 40．5．0 断 薗寸法六

2．O，2．8，5．7 飮筋比 大

門α 5250
罵 260D132

本

D192
本

　｛）60to1505，0 柳 2，q 　4．o 員03 と閣
一断面

支問長5m

爬o，6350 翼350D132
本

D194
本

　D6
◎tG2505

ρ 姻 2，q 　4．O，5．0 擱o ．4と圖
一斷面

支 簡畳 5m

閥o．了
250翼250 【｝132

本

D192
本

　D60tG
，502

，0 姻 2．O，4．0No
．3と岡

一
断画

寅聞長 2m

No．8150
翼 200D

昏32
本

団 32

本

　 D6Gto1502．0 欄 2．O，4．0No2 と同一断 面

艾聞 鯉 m

No，9350 躍350D132
本

D194

本

　 D30tG2502．0 鞠 2．α 4．o，5．oNo
．4と國

一
断薗

寅闇 長 2禰

3．実験概夏

3．1 試験体 パ ラ メ
ー

タおよび試験体概夏

　試験体 は，断面 寸法 ， 引張鉄 筋比 お よび 支 間長 の 異 な

る 9種類 とした。 表一1に 試験体
一
覧を示す 。 No．1〜No．4

試験体 は重 錘質量もパ ラ メ
ータ とするた め 2 体ずつ 製作

し，計 13 体 の 衝撃載荷実験を行っ た。代表的な試験体

の 形状を図
一2 に，各試験体の 断面形状 を 図

一3 に 示す。

なお，試験体 はすべ て静的荷重下 に お い て 曲げ破壊 す る

ように 各鉄筋を設 計 して い る 。 衝突速度は，すべ て の 試

験体 にお い て V＝ 2．Omls を実施 後，損傷の 軽微な 試験体

につ い て は速度 を漸 増 した載荷 を行 い ，こ れ らの 試 験 結

果も検討 に用 い た。

　表
一2 に コ ン ク リ

ー
トの 物性値 を，表

一3 に鉄 筋の 物

性値を示す。コ ン ク リートの 圧 縮強度は ， 載荷試験前後

に 圧 縮強度試験 を供 試体 3本ずつ 行 い ，6本 の 平均の 強

度 と した。

3．2 試験装置

　本実験に使用 した試験装置を写真
一1 に 示 す。本装置

の 原理 は，重 錘 を所定の 高 さ ま で チ ェ
ー

ン プ ロ ッ ク で 引

き上 げ，ロ
ープ を用 い て フ ッ ク を解除する こ とに よ り重

R

o　　dr　 δ
，
　Gr δP

Pf：弾性 応答反 力

ろ 1 降伏 荷重

δP ，弾塑性応答変位

δE 弾性応箸変位

δ
r

： 降伏 変位

δr 残留変位

図一1 エ ネル ギー一
定則の概念

定董鯛帳 せ ん断輔 葺晒 R　 圧・ 紬 　　引彊輔 　　定 薄鼠蟹

匱
　

　

　

呂
醐

図一2　試験体 形 状 （  ．3試験体 ）

　 　 250

轡 、、。

D6DIo

Ne．1

Oマ
　
O

型

　
O

　　
　

OO

岡

　 t5σ

騨 。 1。

　 　 　 　 De

No2 ，　No．e
　 35e
　 250

1単位 ： rm）

》

50 5e

疑
　

　

　

　

　

O

喨
N

25e

No．3，　No、5，　Ne、7

O

霧

D13

No．4、　No．6，　No．9
　 　 　 　 （単 位 ：mm ）

図 一3　試験体の 断面 形 状

表
一2　コ ン クリ

ー
トの

　　　 物性値

表一3 鉄筋 の 物性値

呼び 名
隆伏 点

（鬨／mm2 ）
使用部位

試験体
　No．

圧 縮強度

（N／m2 ）

弾性係数

（剛 ／m2 ） D6349 スタ→ ツプ

髄o．1−1No
，3−1げ3−228 ．624 ．4D10387 圧 紹鉄筋およ

引 彊鉄
岡02 −12−2
恥 ．5叩930

．82 屯2D13378 圧 纏鉄筋および

引張鉄筋
閥o，1−2No
．4−1，4−227 ．323 ．2D19396 引彊鉄筋
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Q
ひ ずみ ゲ＿ジ 鴆遼度計

試験勢支聞長蠹二3齠 冨
　 〃　　　　　舗 　→　ctcsCOm

　　　図一4　計測位置

写真
一1 試験装置

91iiilli＃llill［lllienM
a）No．3−1 衝突遼度 V＝ 2．0旧／s

a）　閥o ．3−1　衝突還度 V； 5．5m〆s

図
一5 ひび劃れ性状

錘 を自由落 下 させ る もの で あ る。重錘 の 先端 形 状 は片 当

た りを防止 す る た め ，半径 SSsmm の 球面仕上 げ と な っ

て い る。また，試験体の 浮き上 が りや脱落 を防 止 す るた

め，支点部に跳ね 上 が り防止治具を備え， 試験体上 面を

ナ ッ トで 締 め付ける構造 とな っ て い る 。 この 締 め付 け る

力 は 片側 20kN で
一定 と した。ま た，重錘落 下点 に は，

重鍾反 力応答 の ばらつ きを避けるた め，硬度 65 度 、 厚

さ 1（  m の ゴ ム シ
ー

トを敷い て 載荷を行 っ た 。

3．3 計測 方 法

　計測項 目は，衝突速度を 求め るた めの 重錘変位，重錘

反 力 ， 支点反 力，は り中央変位，は り中央引張 鉄 筋 ひ ず

み，は り下面にお け る加速度で あ る。重錘反力 の 計測に

は重錘部 に組み込ま れ た 容 量 2MN の ひ ずみ ゲ
ー

ジ式 ロ

ードセ ル を，支点反 力 の 計測に は 支 点 部 に組 み 込 ま れ た

容量 500kNの ひ ずみゲ
ージ式 ロ

ー
ドセ ル を片側 2点ず っ

使 用 した 。 重錘変位 お よび は り中央変位 の 計測に は 非接

触 型 レ ーザ 式変位 計 （サ ン プ リン グ周期 20〜1000FS）を

使用 した。計測機器 には，A／D 変換器を内蔵 したデジタ

ル 動ひ ずみ計 を使用 し，専用 ソ フ トを用 い て 計測用パ ソ

コ ンヘデ
ー

タ収録 した。計測間隔 は 50psと し ， 計 測 デー

タ の フ ィ ル タ処理 は施 してい ない。図
一4 に ひ ず み ゲー

ジ お よび 加速度計 の 設 置 位置を示す。

4．実験結果

4．1 実験結果
一

覧

　代表的な試験体の ひび 割れ性状を図一5 に示す。ひ び

割れ 性状 は ，衝突速度が 小 さい 場 合 に は 曲 げひ び 割れ が

発 生 した だけ で あっ たが，速度 が 大きい 場合に は 曲げひ

表一4　実験結 果
一

覧

量大支 煮反 力

　 　（kN）
最大 中央 　位

　 （  ）
試験体
No．

重鍾

賃1
（  ）

衝 突

逸度
（m ！3）計算恤

P
亀 d

実験値

P
馴噂

計算値

δ凶

実験 値

δ． 凋

No．1 −1 櫛 o3934 ． 36． 312

Noj　12 2．o23 ． 39．117 ． 123
200

臥786145 ． 99． 30β
No 　2−1 鞠 2039 ． 49． 41」 32」

No．2 −2 2．025 」 28， 21． 16．3
勘

5771 ， 112 雪19107 ．
No．3−1 2066 ．　 　 76． 15． 132

姻
55181 ． 203． 77． 72．

No．3−2 2．04 α17 α 9． 7．
2002 ．856104 ． 13． 10．

5711 峨 178． 騒 30，6
No4 −1 2ρ 118． 196． 6． 46

欄 4ρ 237． 391． 13． 11．6
50297 ， 424、 1ω 17．

No ．4 −2 2．O68 ． 145． 3． 25
2002895208 ． 5． 43

5719437 ． 1q10L3

蝕 D．5 2．027 ． 64． 30． 272
姻

4055 ． 17臥 68． go，
No ，6 2刄 48． 107． 11． 9．3

期 4097 ， 307．723 ． 20．
50 雪21． 36230 ．12 ．

No．7 2．o128 ． 116． 10． 7．5
櫛

40257 ， 210． 31． 24，1
No．8 2．074 ， 54． 27． 19．3

欄
40148 、 113， 98， 71．

No ．9 2．o245 ， 294． 3． z8
欄 4．O4go ． oo4． 9． 7．9

5ρ 613． 619． 13． 142

び 割れ と と もに 圧縮側 コ ン ク リ
ー

トの 剥離を伴 う傾向

が 見られ た。表一4 に各試験体の 実験結果の うち，最大

支 点反 力 お よび 最大 中央 変位 を 示 す。同表 に は 2 で 述 べ

た方法による計算値を併せ て 示 した 。 図
一6お よび 図

一ア

に 最大 中央変 位 お よ び 最大 支点反 力 に つ い て そ れ ぞれ

衝突速度との 関係 の
一

例 を計算値 と と もに 示 す 。 なお ，
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図
一6　最大中央変位と衝突速度の 関係 （No．3 試験体）
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図一7　最大支点反力と衝突速度の 関係 （No，3 試験体）

同 図 に は，既往の 実験で 得 たデータ
2 ， 3 冫

も参考 ま で に プ

ロ ッ トした。また，図
一8 に 各試 験体 に お け る最大 支点

反力および最大 中央変位 の 計算値 に 対す る実験値 の 比

P
岬

1P
罵齢 δ4 δ。d を示す。こ れ に よる と，最 大 中央

変位 に つ い て は ， 実験値が計算値をや や下 回 る傾 向 が 見

られる もの の ，概ね計算値が実験値と対 応 して い る の に

対 し，最 大支 点 反力 に っ い て は，特に 断面 の 大きい 試験

体や支間長の 長い 試験体 （Nos．4，5，
6）などにお い て，計

算値 に 対 して 実験値が大きい 傾向が強 く，最 も 大きい も

の で P
．，eptp 。，。d

’・3．21 とな っ た 。

4，2 実験結果の 考察

　図一9 に 重錘衝突後 50ms ま で の 支間中央変位の 時刻

歴応答 の
一
例を，図一10に同試験体の 重錘反力お よび支

点 反力の 時刻歴応答を示す。こ の 場合，中央変位 が最大

に 達す る 時間 が 約 35ms で あ るの に 対 して 支 点反 力 が最

大 に達する時間は約 8ms で あり，支点反力 が最大値 に 達

す る時 点 で ，は りの 変位は 最大値に 達 して い ない こ とが

わ か る 。 ま た ， 衝蟾荷重を受け て か ら最大変位 に到達す

る ま で の 同試験体の 変形過程を図
一11に示す。なお，同

図 は，見易さの た め，縦軸 の 尺度を変えて 2 つ 並べ て示

して い る。こ こで，変位 は ， は り下 面 に 取 り付け た加速

度計 で 得 られた波形を 2 回 積分す る こ とで 算出 して い

る。こ れ に よれば，例えば図
一11b）に おい て 経過時間

2rnsの 変形状態を見ると，たわみ変形の 範囲は，支間中

央か ら900mm 程度 ま でで あ る こ とがわ か る 。 す なわ ち，

No」
−1　V＝20

No．1−2　V ＝2．O
　 　 　 V畧 5．7
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重錘衝突直後の RC は りに は，載荷点を中心 と した 局部

的な変形が 生 じて い る と考え られ る。こ れ らの デ
ータ よ

り ， 最大支点反 力 は，重錘 か らの 衝撃荷重が RC は りの

局部的な変形を通 して支点へ 伝達され た もの で あ り，式

（3）に お い て 衝撃載荷 時 の た わ み 変形 が 静的載荷時 の た

わみ 変形 と同
一

形状と した仮定が成 り立っ て い ない こ

とが，計算値 と実験値の 間 に差異 が生 じた 原因の
一つ で

ある と考えられる。しか し，中央変位 が 最大値に 到達す

る 時点で は、上述の 局部的変形はほ ぼ無規で きる程度 に

な っ て お り ， 最大 変位 を生 じ させ る エ ネル ギーは静的載

荷 に よ る変形 の 場合と同等と考え られ る 。 すな わ ち， エ

ネ ル ギー一定則を用い て RC は りの 塑性域に お け る最大

中 央変 位 を 補 正 す る過 程 にお い て，式 （3）に示 した荷 重 彦

を仮 に設定す る こ とは，結果として実現象 と同等の 結果

を もた らす こ と とな り，こ れ が 最 大 中央 変位 の 計 算値 が

実験 値 と概 ね 対応 して い た理 由 で あ る と考え られ る 。 最

大中央変位 の 実験値 が計算値に 対 して やや小 さくな る

傾向が 見られ た原因の
一

つ と し て ，ゴ ム シ
ートや跳ね 上

が り防止 治具 に お け るエ ネル ギ
ー

の ロ ス が 考え られ る。

5，最大支点反力の 補正

　実験 の 結果，必ず しも式〔3）に よ る荷重を最大支点反力

に置き換えて 表す こ とが で きない こ とが 判明 した
。 そ こ

で，実験結果 か ら最大支点反 力に 影響を与える 要 因 を検

討 し，最大支点反力の 計算値を補 正 する方法を検討 した e

5，1RC は りと重鍾の 質量比 の 影響

　図
一7 よ り，N α 3 に お ける最大支点 反 力 は，重錘質量

400  の 時に は計算値 と概 ね一
致す る もの の ， 200  の

時 には 計算値 に 対 して 大 き くな る傾向 が 見 られ た 。 これ

よ り，最大支点反 力 は 重錘質量 M の 影響を受 け る こ と

が 推測され る。ま た，No ．3 に 対 して 試 験体質量の 大 き い

No．4 の 最大支点反 力と載荷速度の 関係を図
一12に 示す。

こ の 場合，い ずれ の 重錘質量 と も最大支点反 力の 実験値

は 計算値を上 回 り ， 重錘質量が 小 さい 方 がそ の 傾向が 強

い 結果 と なっ た 。 こ れ よ り，最大支点反力は 重錘質量 M

と試験体質 量 醒 と の 比 に も関係 して い る こ と が推測 さ

れ る。 そこ で，支問長が一定 （3m）の 試験体にっ い て，

最大支点反力の 計算値 P　。，。Ol に 対する実験値 P　．，mp の 比

P 。，np ／P　
，．。d と試験体 と重錘 の 質量比 m1M の 関 係を図

一13 に 示 す 。 こ れ に よれ ば，m1M が大 き くな る ほ ど

八 4P 副
が増加する傾向が確認で きる。　m ／M が 大 き

い 場合 に は，は りの 横振勤や衝撃点に お け る局 部的変形

の 影響が 強 くな る と考え られ ，こ れが 支点反 力 に影響 を

与 えて い る と思 われ る 。

5．2 支間長の●帰

　 支 問 長 が長 い 場 合，は りは図 一14に 示 す よ うな高次 の

振動モ ードを形成 しやすくな り，こ れ が 最大支点 反 力 に
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影響 を与 え る と考 え られ る。そ こ で，支 間長 の 影響 に つ

い て検討す るた め，重 錘質量 お よび 衝突速度を
一

定 と し

（COOkg，2．Ornls），支間長の 異な る試験体の 実験結果を

比 較 した。こ こ で ，5．1 に おい て 示 した 質量比 の 影響 を

除い て考え るた め，図
一13の データ を線形 近似した 式か

ら求 め た，式 （6）に 示 す 最大 支 点 反 力の 補 正 計 算値 P　
。，　ce12

を用い ，こ れに対す る実験値の 比 P　。．　，＃ノP 。．。．ノe と支間長

L との 関係を図一t5に 示す。なお，データは 同 じ断面（同

じ曲げ剛性）を持つ 試験体 ご とに示 してい る。

　 　 　 　 　 　 　

P・・di ・
＝P・” （°31i7 ＋°・84） （6）

　これ よ り，い ずれ の 断 面 の 試験体 も ， 支間 長 の 増加 と

と もに P
。．．＃ノP

聯 丿2 が増加す る傾 向が 見られ ，そ の 増加

の 勾 配 は 曲 げ 剛 性 の 小 さい 試 験 体 ほ ど急 とな る傾 向 が

見られ た。そこ で，曲げ剛性 に 影響を与える断面 2 次モ

ー
メ ン ト1 と そ れ に 次 元 を あ わ せ た 支 間長 LA の 比

L4〃 を横軸 に と り，　 P
。．e：ノP

欄 22 との 関係 を図
一16

に 示す。こ れ よ り，VII の 増加と と もに P
。 叫

／P
あ 躍

が増加 する傾向が 見られ る。こ の データ を線形近 似 させ

た式と式（6）を用い て ，式く7）に示す補正 式を構築 した。

　　　P
、sdS

−P
，。、・・31詈… 4Xl・・4 ・ 1・尋 … ） （・）

　式（7）に よ り補正 され た 最大支点反 力 P4etiSと実験値

P
昂 岬

との 関係 を 図一17に 示 す。これ に よれ ば、mtM ，

L ，1 に よ っ て 補正 した 最大支点 反力 の 計算値 は，実験

値 に概 ね 対応 して い るこ とが わ か る a

6．ま とめ

　筆者 らが既往 の 研究に お い て 提案 した，力学的エ ネル

ギー
保存則 とエ ネ ル ギー一定 則 を 用 い る こ と に よ っ て

衝撃荷重を受ける RC は りの 最大支点反力と最大変位を

求 め る 方法 に つ い て ，計算値の 妥当性お よ び 計算値 に 影

響 を与 え る要 因を検討す る こ と を 日的と して，断 面 寸法

や 引張鉄筋 比，支間長等を パ ラ メータ と し た重錘落下式

衝 撃 載荷実験 を行 っ た。実 験の 範囲 〔引張 鉄 筋比 0．27 〜

1．15％，支間長 2〜5m）で 得 られ た 知見を以下に 示す。

（1） 最大変位 の 計算値は，断面 寸法，引張鉄筋比 お よび

　　支間長 に よ らず 概ね 実 験値に 対応す る。

（2）最大支点反力の 計算値は，重錘 と RC は りの 質量比，

　　支問長，断面二 次モ ーメ ン トの 影響を受けて 必 ず し

　　 も実現象を精度良 く表す こ と は で きない が，これ ら

　　の 影響を考慮した補正 式 を用 い る こ とに よ り，そ の

　　精度を 向 上 させ る こ とが 可能 で あ る。

　なお，本検討は，現象を簡便な方法 に より評価す る こ

と を目的 と して お り，厳密 に は波動問題な ど他 の 要因が

鉄筋 コ ン ク リ
ー

トの 衝撃挙動に 複雑 に 作用 して い る と

考えられる。これらの 評価 にっ い て は今後の 課題 で ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 t 錘

幾
図
一14　長支 間 試 験 体 の 変形 の 概念
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